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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成26年7月24日(2014.7.24)

【公開番号】特開2013-33028(P2013-33028A)
【公開日】平成25年2月14日(2013.2.14)
【年通号数】公開・登録公報2013-008
【出願番号】特願2012-129946(P2012-129946)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/958    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  21/958   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月9日(2014.6.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項４】
　前記気泡サイズ情報生成手段は、前記検査画像情報から得られる前記暗リングを横切る
前記ラインセンサカメラの副走査方向の濃淡値プロファイルから前記気泡サイズ情報を生
成する請求項１または２記載の貼り合せ板状体検査装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　図６において、処理ユニット７０は、照明ユニット５１からの照明がなされている状態
で、移動機構６０によってセンサパネルアッセンブリ１０を移動させて、ランセンサカメ
ラ５０がセンサパネルアッセンブリ１０を光学的に走査するよう制御する（Ｓ１１）。そ
の過程で、ラインセンサカメラ５０の撮影領域ＥＣがカバーガラス１２の透光領域１２ａ
に対応する部分を移動する際には、センサパネル１１の表面に所定角度αをもって斜めに
入射する（図３Ａ参照）照明ユニット５１からの照明光ＲＬ１が、例えば、図７～図９に
示すように、センサパネル１１（透光領域）、接着剤１３及びカバーガラス１２（透光領
域１２ａ）内を屈折しつつ通過して反射板５２に達する。そして、その照明光ＲＬ１が反
射板５２で乱反射してその反射光の一部が照明光ＲＬ２としてセンサパネルアッセンブリ
１０のカバーガラス１２（透光領域１２ａ）側からラインセンサカメラ５０に向けて進む
。このように、ラインセンサカメラ５０は、照明ユニット５１によるセンサパネル１１側
からの照明（照明光ＲＬ１）と反射板５２によるカバーガラス１２側からの照明（照明光
ＲＬ２）とがなされている状態で、センサパネルアッセンブリ１０を走査する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　次に、処理ユニット７０は、前述した主走査方向の場合と同様に、前記検査領域に含ま
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れる気泡部分を表す暗リングをその最大径位置で横切る副走査方向の濃淡プロファイルか
ら、当該暗リングの２つのボトム値に対応した画素位置間の距離に基づいて当該気泡のサ
イズを表す第２気泡サイズ情報Ｄｙを生成する（Ｓ１５）。そして、処理ユニット７０は
、前記第１気泡サイズ情報Ｄｘと前記第２気泡サイズ情報Ｄｙとの差が所定値Δ以下であ
るか否かを判定する（Ｓ１６）。前記第１気泡サイズ情報Ｄｘと前記第２気泡サイズ情報
Ｄｙとの差が所定値Δ以下であると（Ｓ１６でＹＥＳ）、処理ユニット７０は、第１気泡
サイズ情報Ｄｘを気泡のサイズについての検査結果情報Ｄとして表示ユニット７１に表示
（出力）させる。一方、前記第１気泡サイズ情報Ｄｘと前記第２気泡サイズ情報Ｄｙとの
差が所定値Δを越えている場合（Ｓ１６でＮＯ）、処理ユニット７０は、前記第１気泡サ
イズ情報Ｄｘと前記第２気泡サイズ情報Ｄｙとの平均値情報（（Ｄｘ＋Ｄｙ）／２）を気
泡のサイズについての検査結果情報として表示ユニット７１に表示（出力）させる。つま
り、処理ユニット７０は、気泡のサイズを表す気泡サイズ情報を検査結果情報として生成
する気泡サイズ情報生成手段を有する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】
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